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Ⅰ 目的 
当院では平成 19 年 4 月より電子カルテにクリティカルパス（以下パスと略します）を組

み込んだオールインワンパスの発行が使用可能となった。 
オールインワンパスは、バリアンス発生がなければ看護計画立案・SOAP の記載の必要性

がなく、電子カルテ内の看護ケア項目に沿ってケアを提供している。 
今までに大腿骨頸部骨折パス使用患者の転倒転落の報告例が聞かれたが、ACL（前十字靱

帯）再建術オールインワンパス患者には報告例がないため、転倒転落に関した看護計画の

立案は徹底されていなかった。 
今回あえて転倒転落の可能性がない ACL（前十字靱帯）再建術において転倒転落防止の看

護ケアに取り組むことで大腿骨頸部骨折患者の転倒転落にも応用できると考えた。 

また、当院では平成 20年度の下肢手術患者の転倒転落件数は４件、平成 21年度は 19件

と発生件数は増加しており、安全管理への取り組みが必要であると考え ACL（前十字靱帯）

再建術オールインワンパスを使用し、確実に看護計画の立案・修正・評価を行い、達成目

標を明確にすることで、実施前後のスタッフへの意識付けの変化を調査したいと考えた。 
 
Ⅱ 研究方法 
1、転倒転落の看護計画の立案、修正、評価を徹底させる 
2､電子カルテ内の看護ケア項目に、達成目標を明記し意識付けが出来るように工夫した。 
達成目標  
術後１日目   疼痛コントロールができ転倒なく車椅子乗車できる  
術後２日目   患肢免荷で転倒・転落なく松葉杖歩行できる  
術後３～６日目 荷重制限が守られ転倒・転落なく松葉杖歩行できる  
術後７日目   転倒・転落なく歩行することができる  
術後８日目   合併症なく退院できる 

 
Ⅲ 結果 
研究実施前アンケートより 
スタッフ 20 名に対する研究実施前のアンケート調査の結果から、大腿骨頸部骨折パス使用

患者に対して 19 名のスタッフが、転倒転落について意識した事、遭遇した事があるのに対

し、ACL（前十字靱帯）再建術オールインワンパス患者に関しては 12 名しか経験してお

らず、危険な場面に遭遇していても、看護計画の立案・評価を行なえない人は 6 名もいた。 
理由として「自分の受け持ちでない。考えが及ばない。」「年齢が若く ADL自立していると

転倒転落の危険性についてあまり考えが及ばない、意識が低いから」という意見が聞かれ

た。 



研究実施後アンケートより 
スタッフ 19 名が実際に計画の修正、評価を行なうことで、危険因子が明らかにできた、転

倒転落に対して意識するようになったと結果がでており、またスタッフの対応にも変化が

見られ、看護計画や達成目標を見て行動することで転倒転落の意識が高まった、スタッフ

間で情報共有でき、チーム一丸となって転倒転落に対し対応する事ができた、との意見が

聞かれた。以上のことから今後他大腿骨頸部骨折パス使用患者にも継続して実施できると

考えた。 
また危険因子が明確になることで積極的に声かけができるようになり、患者より、「松葉

杖を使う時に転ばないように気を付けている。」「荷重かけすぎると靭帯が切れるって言わ

れたから気を付けて歩行している」などの意見が聞かれるようになり、より具体的な注意

点が明確となりケアが行いやすくなった。 
 
Ⅳ 総括 
スタッフ間で転倒転落に関して統一した目標で看護を行う事で、転倒転落に対するスタッ

フの意識付けの向上がみられた。 
またSOAPを使用し転倒転落の危険因子を評価することで転倒転落に対する認識が高ま

ったと考える。スタッフの転倒転落の認識が高まったことで患者への対応も変化し、患者

の意識変化もみられるようになった。患者自身が転倒に対して危険認識を持つことで、退

院後も継続して転倒予防につながると考える。 
 
Ⅴ まとめ 
今回、ACL（前十字靱帯）再建術オールインワンパス患者に対して、転倒転落を防止す

る目的で看護ケアに達成目標を明記し意識付けができるよう働きかけた。結果、スタッフ

の転倒転落に対する認識が高まった事で患者への対応も変化し、患者の意識変化も見られ

るようになった。今回はスタッフへの転倒・転落に対する意識付けを重点に考えたが、患

者に対して ACL（前十字靱帯）再建術パンフレットの作成にも取り組み、術後の経過をわ

かりやすく説明する事で、スタッフだけでなく患者に対しても転倒転落防止に対する意識

の向上を促し、安全管理に努めたい。 


